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“どっとねっと”の軌跡 

～ 手応え豊かなコミュニティ創造のために ～ 
 

この冊子は、地域ＳＮＳの可能性を探った“どっとねっと”の準備と、 

１年半のサイト実験の概要をまとめたものです。  
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この冊子は、当協会の開発調査総

るＳＮＳ（ソーシャル・ネットワー

関して行ってきた準備と運営の足取

に代表される全国的なもののほかに

都道府県や自治体レベルのローカル

域をカバーする地域ＳＮＳとして、

ステム以外のすべての項目について

の運営期間はわずかでしたが、その

ンの役に立ちそうだという期待が生

コミュケーションの継続につながっ

このようなことから、日記などの

ＮＳをたちあげる方々の参考にもな

と」は正式オープンしてから日が浅

すが、中高年が中心となった手応え

がり、参加者自身が、これから少子

だという実感をもたれているようで

い継続の要望が出され、この 4 月
として運営する仕組みを取り入れ、

この「どっとねっと」の立ち上げ

間利久教授、同情報基盤センターの

アドバイスを頂きました。ここに厚

また、当財団の主旨に賛同され、

築に携わってきた多くの方々にも、

後の参加者協働スタイルの運営につ

最後になりますが、この冊子が地

お役立つことができれば幸いです。

 
 

 

 

 
 

は じ め に 

 
合研究所が自主研究事業として、近年注目を集めてい

キング・サービス）の実験サイト「どっとねっと」に

りを記録したものです。ＳＮＳには mixi（ミクシィ）
、わたしたちが取り組んだ「どっとねっと」のように

なものがありますが、「どっとねっと」は特に北海道全

イメージづくり、ページ構成、会員募集など、基本シ

、手探りの検討をしながら進めてきたものです。正味

間に、地域ＳＮＳがこれからの地域コミュニケーショ

まれ、その予感のようなものが会員の漸増と緩やかな

ているものと思われます。 
書き込み傾向やアクセスの様子を分析し、これからＳ

るように整理してみました。いかんせん、「どっとねっ

く、平成 20年 3月末で参加者 300名あまりの小所帯で
と落ち着きのあるコミュニティのようなものができあ

高齢社会を迎える地域にとって何らかの役に立ちそう

す。そのため、予定の実験期間を終了するに際して強

からは「ローコスト」と「参加者協働」を基本スタイル

新しいステージに入ることになったものです。 
に当たっては、北海道大学大学院情報科学研究科の本

南弘征准教授に、研究会やＷＧにおいて数々の貴重な

くお礼を申し上げる次第です。 
この実験サイトに参加してネット上のコミュニティ構

この場を借りて心からお礼を申し上げるとともに、今

いて今までどおりのご協力をお願いするものです。 
域ＳＮＳによるコミュニケーション向上になんらかの
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